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二
〇
二
〇

平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

第
Ⅰ
期

一
〇
月
一
〇
日
（
土
）

－

一
〇
月
二
五
日
（
日
）

地
下
の
正
倉
院
展

【
重
要
文
化
財

長
屋
王
家
木
簡
】

第
Ⅱ
期

一
〇
月
二
七
日
（
火
）

－

一
一
月

八
日
（
日
）

第
Ⅲ
期
展
示
木
簡

第
Ⅲ
期

一
一
月
一
〇
日
（
火
）

－

一
一
月
二
三
日
（
月
）

＊
木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

※
本
解
説
シ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た

結
果
、
既
報
告
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

長
屋
王
の
家
族

長
屋
王
の
命
令
を
伝
え
る
和
文
体
の
手
紙
の
木
簡

11

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。『
平
城
京
木
簡
』
二
、
一
六
八
八
号
。
以
下
、
京
二

－

一
六
八
八
の
よ
う
に
略
記
。）

御

加

橡

煮

遣

匹

之
中
伊
勢

十
匹
大
服
煮
今
卅
匹
宮
在

十
匹
并

匹
煮
今
急

進

山
方
王

代

牟
射

（
表
）

ο
以
大
命
符

等

白
褥
取
而
進
出

珎

努
若

翁

御

下

裳

納

辛

櫃

皆

進

出

廣
足

曽

出

又

林

若

翁

帳

内

物

万

呂

令

持

煮

遣

二

匹

急

進

出

浄

味

片

持

罷

御

褌

代

帛

易

進

出

又

志

我

山

寺

都

保

菜

造

而

遣

若

反

者

遣

支

鏡

鈴

直

彼

行

（
裏
）

ο

御

御

主
殿
司
仕
丁
令
持
進
上
酒
司
充
羽
嶋

五
月
十
七
日

大
御
物
王
子
御
物
食
土
器
无
故
此
急
進
上

又
太
巫
召
進
出

附
田
辺
史
地
主

又

戸
角
弓
田
井
百
嶋
不
見

家
令

家
扶

〔
尺
ヵ
〕

長
さ
五
一
五
㎜
・
幅
四
三
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
一
型
式

貴
人
の
九
項
目
に
わ
た
る
命
令
事
項
を
伝
え
る
、
和
文
体
の
手
紙
の
木

簡
。
長
屋
王
邸
外
に
あ
っ
た
家
政
機
関
か
ら
牟
射
・
広
足
ら
に
宛
て
て
送

む
さ

し

ひ
ろ
た
り

ら
れ
て
い
る
。

①

橡

（
ド
ン
グ
リ
）
で
染
め
る
よ
う
に
送
っ
た

絁

四
十
匹
の
う
ち
、

つ
る
ば
み

あ
し
ぎ
ぬ

伊
勢
産
の
絁
十
匹
は
大
御
服
（
長
屋
王
の
服
）
用
と
し
て
染
め
な
さ
い
。
残

い

せ

お
お
み
ふ
く

り
三
十
匹
は
、
宮
（
長
屋
王
邸
＝
北
宮
）
に
あ
る
十
匹
と
合
わ
せ
て
四
十
匹
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に
し
て
染
め
、
急
い
で
進
上
し
な
さ
い
。
②
山
方
王
の
白
い
し
と
ね
（
敷

や
ま
が
た
お
う

物
）
を
進
上
し
な
さ
い
。
③
珎
努
若

翁
の
御
下
裳
代
（
下
着
に
す
る
ス
カ

ち

ぬ

わ
か
お
き
な

ー
ト
状
の
衣
服
を
作
る
た
め
の
絁
）を
収
め
た
辛
櫃
を
み
な
進
上
し
な
さ
い
。

④
林
若
翁
の
帳

内
で
あ
る
物
万
呂
に
染
め
る
よ
う
持
っ
て
行
か
せ
た
絁
二

ち
ょ
う
な
い

匹
を
急
い
で
進
上
し
な
さ
い
。き
れ
い
で
良
く
て
堅
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
。

持
ち
帰
っ
た
褌
に
す
る
帛
は
絁
に
代
え
て
進
上
し
な
さ
い
。
⑤
志
我
山
寺

こ
ん

は
く

し
が
の
や
ま
で
ら

（
崇

福
寺
）
に
つ
ほ
菜
（
ど
の
よ
う
な
野
菜
か
は
不
詳
）
を
造
っ
て
届
け

す
う
ふ
く

る
よ
う
に
。
若

反

者
（
初
物
？
）
は
既
に
送
っ
て
あ
る
。
⑥
鏡
・
鈴
の

お
ち
か
え
り
し
も
の

代
金
は
そ
ち
ら
（
「
彼
」
は
木
簡
の
宛
先
を
指
す
。
差
し
出
し
側
の
「
此
」

に
対
し
て
い
う
）
で
払
っ
て
お
く
よ
う
に
。
⑦
長
屋
王
と
王
子
（
吉
備
内
親

王
か
）
が
使
う
食
器
が
な
い
の
で
、
急
い
で
進
上
し
な
さ
い
。
主
殿
司
の
仕
丁

と
の
も
つ
か
さ

じ
ち
ょ
う

に
持
た
せ
て
、
酒

司
の
羽
嶋
に
渡
す
よ
う
に
。
⑧
尺
戸
角
弓
と
田
井
百
嶋

さ
け
の
つ
か
さ

は
し
ま

さ
か
と
の
つ
の
ゆ
み

た
い
の
も
も
し
ま

が
い
な
い
。
⑨

巫

を
呼
び
出
し
て
、
こ
ち
ら
に
よ
こ
し
な
さ
い
。

か
ん
な
ぎ

山
方
王
は
、
長
屋
王
の
妹
の
山
形
女
王
、
珎
努
若
翁
は
智
努
女
王
で
、『
万

葉
集
』
に
円
方
女
王
（
彼
女
も
長
屋
王
家
木
簡
に
「
円
方
（
形
）
若
翁
」

ま
ど
か
た

と
し
て
」
み
え
る
）
の
死
を
傷
む
歌
が
あ
り
（
巻
二
〇
、
四
四
七
七
）
、
長

屋
王
の
娘
か
。
林
若
翁
も
あ
る
い
は
長
屋
王
の
子
で
、
七
四
三
年
（
天
平
一

五
）
五
月
に
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
林
王
か
。

坂
合
部
王
の
従
者
へ
の
米
の
支
給
木
簡

12

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

二
四
五
）

〔
坂
ヵ
〕

（
表
）

合
部
王
帳
内
五
口
米
二
升
半
受
子
末
呂

（
裏
）

六
月
五
日

綱
末
呂

長
さ
（
二
五
二
）
㎜
・
幅
（
二
〇
）
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
八
一
型
式

坂
合
部
王
の
帳
内
に
、
米
を
支
給
す
る
木
簡
。
坂
合
部
王
は
穂
積
親
王
の

子
で
、
長
屋
王
宅
で
詠
ん
だ
詩
が
『
懐
風
藻
』
に
残
る
従
四
位
上
治
部
卿

か
い
ふ
う
そ
う

境
部
王
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。
初
叙
は
養
老
元
年
（
七
一
七
）
正
月
で
、
従

四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
。

坂
合
部
王
は
、
長
屋
王
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
が
、
長
屋
王
家
か
ら
そ
の
帳

内
に
米
が
支
給
さ
れ
て
い
る
理
由
は
不
詳
。
王
族
内
で
の
盛
ん
な
交
流
を
物

語
る
か
。

小
治
田
若
翁
へ
の
米
の
支
給
木
簡

13

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
二

－

一
八
四
一
）

（
表
）

小
治
田
若
翁
進
米
一
升

ο

（
裏
）

七
月
卅
日
甥
万
呂

ο

長
さ
一
三
七
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
一
一
型
式

小
治
田
若
翁
に
米
を
進
上
し
た
木
簡
。
小
治
田
若
翁
は
、
長
屋
王
の
女
の

お

は
り

だ

可
能
性
が
高
く
、
伝
票
木
簡
二
点
に
み
え
る
。
あ
る
い
は
天
平
四
年
（
七
三

二
）
正
月
に
従
五
位
下
に
初
叙
さ
れ
た
（
同
月
甲
子
条
）
小
治
田
王
か
。

馬
甘
若
翁
ら
へ
の
米
の
支
給
木
簡

14

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

二
二
九
）

〔
米
ヵ
〕

（
表
）

御
所
人
給
米
六
升

馬
甘
若
翁

ο

受
小
国
女

（
裏
）

御
湯
曳
人
四
口
米
四
升

稲
虫
家
令
ο

長
さ
二
五
〇
㎜
・
幅
（
二
〇
）
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
一
型
式

馬
甘
若
翁
に
仕
え
る
人
へ
の
米
の
支
給
木
簡
。
馬
甘
若
翁
は
未
詳
。
御

う
ま
か
い

湯
曳
人
は
、
他
に
山
形
女
王
の
湯
曳
人
の
例
が
あ
る
。
馬
甘
若
翁
も
、
あ
る

い
は
女
性
か
。
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竹
野
王
子
が
山
寺
に
遣
わ
す
人
へ
の
米
の
支
給
木
簡

15

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
二

－

一
八
二
九
）

〔
受
ヵ
〕

（
表
）

ｏ
竹
野
王
子
山
寺
遣
雇
人
米
二
升

（
裏
）

ｏ
古
万
呂

麻
呂

〔
十
月
八
日
ヵ
〕
〔
家
令
ヵ
〕

長
さ
一
九
八
㎜
・
幅
（
一
二
）
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
八
一
型
式

竹
野
女
王
の
山
寺
に
雇
人
を
派
遣
し
た
木
簡
。
竹
野
王
子
は
、
竹
野
女
王

た
か

の

の
こ
と
。
長
屋
王
の
妹
か
。
竹
野
王
子
は
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
に
石

塔
を
造
立
し
て
お
り
（
奈
良
県
明
日
香
村
龍
福
寺
に
現
存
）
、
本
木
簡
の
山

寺
は
、
こ
の
石
塔
に
み
え
る
朝
風
の
南
（
石
塔
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
奈

良
県
明
日
香
村
平
田
峠
付
近
）
に
あ
っ
た
寺
か
（
舘
野
和
己｢

長
屋
王
家
木

簡
の
舞
台｣

『
日
本
古
代
の
交
通
と
社
会
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
、

参
照
）。

邸
宅
内
の
活
動

各
兄
麻
呂
が
ま
じ
な
い
に
使
う
糸
や
布
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
書
木
簡

26

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

一
六
一
）

（
表
）

ο
移

政
所

各
兄
麻
呂
之
厭
用
糸
十
五
絇
布
十
五
常

「
遣
北
御
倉
鑰
一
勾
蔵
鑰
一
塩
殿
鑰
一
勾
右
三
」

（
裏
）

ο
右
糸
布
者
若
翁
御
物
交
易
糸
布
用
又
米
交
易
数
記
＝

部

附
日
下
道
万
呂

＝
進
上

九
月
五
日
椋
石
角

長
さ
三
〇
四
㎜
・
幅
（
二
六
）
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

糸
や
布
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
書
木
簡
。
各
兄
麻
呂
が
ま
じ
な
い
に
使
う

ろ

く

の

え

ま

ろ

糸
と
布
は
、
若

翁
の
も
の
を
交
易
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
も
の
を
用
い

わ
か
お
き
な

よ
、
そ
し
て
、
交
易
し
た
米
の
量
を
記
し
て
進
上
せ
よ
、
と
い
う
意
味
と
考

え
ら
れ
る
。
各
兄
麻
呂
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
技
能
を
活
か
す
た
め

に
僧
慧
耀
か
ら
国
に
よ
っ
て
還
俗
さ
せ
ら
れ
た
恵
麻
呂
の
こ
と
。
養
老
二
年

え

よ

う

げ
ん
ぞ
く

（
七
一
八
）
に
は
陰
陽
博
士
で
四
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

お
ん
み
ょ
う
は
か
せ

雅
楽
寮
が
長
屋
王
の
家
令
に
宛
て
て
送
っ
た
文
書
木
簡

27

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

一
五
六
）

平
群
朝
臣
廣
足

（
表
）

雅
楽
寮
移
長
屋
王
家
令
所

右
人
請
因
倭
儛

故
移

十
二
月
廿
四
日

少
属
白
鳥
史
豊
麻
呂

（
裏
）

少
允
船
連
豊

長
さ
二
二
〇
㎜
・
幅
三
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

雅
楽

寮

（
宮
廷
の
楽
舞
を
担
当
す
る
治
部

省

被
管
官
司
）
が
長
屋
王

う

た

り
ょ
う

じ

ぶ

し
ょ
う

の
家
令
（
家
政
機
関
の
長
官
）
に
宛
て
て
送
っ
た
、
平
群
朝
臣
広
足
の
召
喚

か

れ

い

へ
ぐ
り
の
あ
そ
ん
ひ
ろ
た
り

を
依
頼
す
る
文
書
木
簡
。

召
喚
理
由
の
倭

舞
は
、
天
皇
の
祭
祀
に
関
わ
る
儀
礼
的
性
格
の
強
い
舞
。

や
ま
と
ま
い

平
群
広
足
は
そ
の
名
手
と
し
て
、
教
習
に
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
十
二

月
二
十
四
日
と
い
う
日
付
か
ら
考
え
る
と
、
年
始
の
行
事
に
向
け
た
準
備
だ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。舞
の
名
手
が
長
屋
王
邸
に
い
た
と
み
る
の
が
自
然
で
、

長
屋
王
の
権
勢
を
示
す
証
拠
の
一
つ
と
も
さ
れ
る
。

家
令
は
赤

染

豊

嶋
と
い
う
人
物
。
長
屋
王
家
木
簡
の
時
期
に
は
六
〇
歳

あ
か
ぞ
め
の
と
よ
し
ま

前
後
と
み
ら
れ
る
。
壬
申
の
乱
の
際
、
長
屋
王
の
父
高
市
皇
子
の
従
者
と
し

た
け
ち

て
活
躍
し
た
赤
染
徳
足
の
子
か
。

と
こ
た
り

文
書
木
簡
は
宛
先
ま
た
は
差
し
出
し
に
戻
さ
れ
て
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
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い
。
こ
の
場
所
は
、
雅
楽
寮
（
差
し
出
し
）
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

長
屋
王
家
令
所
（
宛
先
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
木
簡
は
、
「
長
屋

王
家
木
簡
」
と
す
る
直
接
的
な
証
拠
と
評
価
で
き
よ
う
。

書
の
手
本
を
模
写
す
る
人
に
米
を
支
給
す
る
際
の
伝
票
木
簡

28

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

三
二
三

）

受
当
良

（
表
）

ο
書
法
模
人
米
二
升

麻
呂

（
裏
）

ο

十
月
九
日

家
令

長
さ
一
六
〇
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
一
一
型
式

書
法
、
す
な
わ
ち
書
の
手
本
を
模
写
す
る
人
に
米
を
支
給
す
る
際
の
伝
票

木
簡
。
二
升
は
今
の
約
九
合
（
一
・
六
二
リ
ッ
ト
ル
）
、
米
約
一
・
三
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
。
他
の
木
簡
か
ら
は
「
書
法
所
」
の
存
在
も
知
ら
れ
、
邸
内
で
唐

か
ら
伝
わ
っ
た
法
書
な
ど
の
模
写
が
大
規
模
に
行
わ
れ
、
長
屋
王
邸
が
当
時

の
文
化
サ
ロ
ン
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
受
取
人
の

名
「
当
良
」
は
、
他
の
木
簡
に
「
阿
手
良
」
と
記
す
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
み

て
、「
あ
て
ら
」
の
宛
字
と
み
ら
れ
る
。

土
師
器
作
り
の
女
性
へ
の
米
の
支
給
木
簡

29

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

三
三
四
）

（
表
）

土
師
女
三
人
奈
閉
作
一
人
米
八
升
受
曽
ο

（
裏
）

女

八
月
廿
九
日

石
角

書
吏

ο

長
さ
二
四
二
㎜
・
幅
二
八
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
一
一
型
式

土
器
作
り
に
従
事
し
た
女
性
（
土
師
女
）
に
米
を
支
給
す
る
際
の
伝
票

は

じ

め

木
簡
。
「
奈
閉
」
は
、
半
球
形
を
し
た
大
型
丸
底
の
煮
沸
用
土
師
器
。
長

な

べ

は

じ

き

屋
王
家
で
出
土
し
た
土
師
器
に
は
、
形
態
や
技
法
上
の
特
徴
な
ど
か
ら
、

特
定
の
集
団
が
集
中
的
に
製
作
し
た
一
群
が
含
ま
れ
、
木
簡
に
み
え
る
土

師
女
た
ち
が
製
作
し
た
可
能
性
が
高
い
。

八
升
は
今
の
約
三
升
六
合
。
一
人
あ
た
り
約
九
合
（
一
・
六
二
リ
ッ
ト

ル
）
、
米
約
一
・
三
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
相
当
す
る
。
表
裏
に
ま
た
が
っ
て

記
さ
れ
る
受
取
人
の
曽
女
は
、
土
師
女
の
一
人
か
も
知
れ
な
い
。
土
師
女

そ

め

や
瓮
造
女
ら
に
米
を
支
給
し
た
木
簡
（
Ⅰ
期
展
示

）
に
も
受
取
人
と

か
め

17

し
て
曽
女
が
見
え
る
。裏
面
の
日
付
の
下
に
記
さ
れ
る
支
給
責
任
者
の
「
石

角
書
吏
」
は
、
石

角
（
人
名
）
と
書
吏
（
官
職
名
）
。
「
書
吏
」
は
家
政

い
わ
す
み

し
ょ
り

機
関
の
第
四
等
官
。

矢
と
大
刀
を
作
る
人
に
米
を
支
給
し
た
木
簡

30

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

三
一
五
）

（
表
）

矢
作
一
大
刀
造
二
人
米
三
升

受

ο

（
裏
）

月

日

麻
呂

ο

長
さ
二
二
二
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

矢
を
作
る
人
一
名
、
大
刀
を
作
る
人
二
名
に
米
を
支
給
し
た
木
簡
。
邸

宅
内
に
武
器
を
作
る
一
角
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
他
に
御
弓
を

造
る

兵

舎
人
ら
に
米
を
支
給
し
た
伝
票
木
簡
や
（
城
二
一

－

二
四
下
）
、

つ
わ
も
の
と

ね

り

「

刀
五
十

〔
柄
ヵ
〕
」
と
書
か
れ
た
削
屑
（
京
二

－

三
三
一
八
）
も

見
つ
か
っ
て
い
る
。
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長
屋
王
の
領
地

片
岡
か
ら
蓮
葉
を
進
上
し
た
際
の
木
簡

41

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

一
七
六
）

持
人

（
表
）

ο
片
岡
進
上
蓮
葉

枚

ο

都
夫
良

（
裏
）

ο
女

六
月
廿
四
日

真
人

ο

長
さ
一
七
九
㎜
・
幅
三
一
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
一
型
式

片
岡
か
ら
蓮
葉
を
進
上
し
た
際
の
木
簡
。
片
岡
は
、
現
在
の
奈
良
県
北

葛
城
郡
王
寺
町
か
ら
香
芝
市
に
か
け
て
の
地
を
指
す
地
名
。
片
岡
に
は
、

長
屋
王
家
の
領
地
が
あ
っ
た
。
片
岡
周
辺
に
は
聖
徳
太
子
建
立
と
さ
れ
る

般
若
寺
（
片
岡
尼
寺
）
や
片
岡
王
寺
な
ど
が
あ
り
、
般
若
寺
境
内
か
ら
長

は

ん

に

ゃ

じ

屋
王
宅
と
同
じ
型
式
の
軒
丸
瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
も
、
木
簡
を
考
え

る
上
で
手
が
か
り
と
な
る
（
『
長
屋
王
宅
報
告
』
）。

こ
の
木
簡
で
は
、
片
岡
か
ら
平
城
京
の
長
屋
王
邸
ま
で
、｢

都
夫
良
女
」

つ

ぶ

ら

め

と
い
う
女
性
が
蓮
の
葉
を
運
ん
で
い
る
。
「
真
人
」
は
お
そ
ら
く
道
守
真
人

ち
も
り
の
ま
ひ
と

で
、
片
岡
の
長
屋
王
家
所
領
の
管
理
担
当
者
だ
っ
た
ら
し
い
。
片
岡
か
ら

は
ジ
ュ
ン
サ
イ
も
進
上
し
て
お
り
、
領
地
の
中
に
沼
沢
地
も
含
ん
で
い
た

よ
う
で
あ
る
。

一
回
に
運
ん
で
い
る
蓮
の
葉
の
枚
数
は
四
〇
枚
。
長
屋
王
邸
の
宴
会
一

回
で
利
用
す
る
枚
数
と
し
て
、
こ
の
程
度
が
標
準
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二
条
大
路
出
土
木
簡
に
は
、
蓮
葉
を
二
〇
〇
枚
進
上
し
た
と
い
う
例
が
あ

り
、
宴
会
の
規
模
に
よ
っ
て
必
要
な
蓮
葉
の
枚
数
も
異
な
っ
て
い
た
。

摂
津
か
ら
長
屋
王
邸
に
手
紙
を
進
上
し
た
際
の
封
緘
木
簡

42

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

四
五
四
）

「
封
」
北
宮
進
上

津
税
使

長
さ
三
〇
〇
㎜
・
幅
二
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
四
三
型
式

摂
津
（
現
在
の
大
阪
府
と
兵
庫
県
の
一
部
）
に
い
た
、
税
を
扱
う
役
人

せ
っ

つ

が
長
屋
王
邸
（
北

宮
）
に
手
紙
を
進
上
し
た
際
の
木
簡
。
一
枚
の
板
材
を

き
た
み
や

表
裏
二
枚
に
剥
ぎ
、
そ
の
間
に
紙
の
文
書
を
挟
ん
で
機
密
性
を
高
め
る
木
簡

は

を
封
緘
木
簡
と
呼
ぶ
。
「
封
」
の
字
の
左
上
が
一
部
横
に
白
く
抜
け
て
い
る

ふ
う
か
ん

の
は
、
木
簡
に
紐
が
結
ば
れ
、
そ
の
上
か
ら
墨
書
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

ひ
も

る
。
ま
た
、
上
欠
で
は
あ
る
が
下
端
の
形
が
全
く
同
一
で
墨
痕
の
な
い
一
点

も
同
じ
地
区
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
枚
は
表
裏
に
接
続
す
る
。

鳥
羽
里
か
ら
送
ら
れ
た
俵
の
荷
札

43

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

四
二
九
）

鳥
羽
里
俵
一
斛

長
さ
（
一
五
八
）
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
一
㎜

〇
三
三
型
式

鳥
羽
里
は
『
和

名

類
聚

抄

』
の
山
城
国
紀
伊
郡
鳥
羽
郷
（
今
の
京
都

と

ば

わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

や
ま
し
ろ

き

い

市
の
、
南
・
伏
見
両
区
の
境
界
付
近
）
に
当
た
る
と
み
ら
れ
る
。
単
に
「
俵
」

と
し
か
記
さ
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
米
俵
で
あ
ろ
う
。

一
斛
は
今
の
約
四
斗
五
升
、
六
七
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
に
相
当
す
る
。

荷
札
と
し
て
は
記
載
内
容
が
や
や
簡
素
で
あ
り
、
長
屋
王
の
封
戸
（
貴
族
に

ふ

こ

対
す
る
給
付
の
一
種
で
、
特
定
の
戸
か
ら
貢
納
さ
れ
る
租
の
半
分
と
調
庸
の

全
部
が
封
主
に
納
入
さ
れ
る
制
度
。
指
定
さ
れ
た
戸
そ
の
も
の
を
指
す
場
合

も
あ
る
）
か
ら
送
ら
れ
た
米
俵
の
荷
札
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

は
下
端
が
尖
ら
せ
ら
れ
て
お
り
、
一
見
〇
五
一
型
式
の
よ
う
で
あ
る
。

43
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し
か
し
、
よ
く
見
る
と
上
端
は
欠
失
し
て
お
り
、
左
右
の
角
を
落
と
し
た
よ

う
な
加
工
は
実
は
切
り
込
み
の
痕
跡
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

は
上
下
の

43

い
ず
れ
か
一
端
に
切
り
込
み
を
有
し
他
端
を
尖
ら
せ
る
〇
三
三
型
式
に
分
類

さ
れ
る
。
上
端
の
切
り
込
み
は
左
右
で
ほ
ぼ
位
置
や
深
さ
が
揃
い
、
下
端
の

尖
り
加
工
も
ほ
と
ん
ど
左
右
対
称
に
な
る
よ
う
整
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
全

体
に
作
り
は
丁
寧
な
印
象
。

讃
岐
国
か
ら
の
塩
の
荷
札

44

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
三

－

一
四
頁
上
段
。

以
下
、
城
二
三

－

一
四
上
の
よ
う
に
略
記
。）

北
宮
御
塩
綾
郡
矢
田
部
法
志
三
斗

長
さ
一
三
六
㎜
・
幅
一
七
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式

北
宮
へ
納
め
ら
れ
た
塩
の
荷
札
。「
綾
郡
」
は
『
和

名

類
聚

抄

』
の
讃
岐

わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

さ

ぬ

き

国
阿
野
郡
（
今
の
香
川
県
坂
出
市
付
近
）
に
あ
た
る
。
「
北
宮
御
塩
綾
郡
」

あ

や

で
始
ま
る
荷
札
は
他
に
三
点
見
つ
か
っ
て
お
り
、
う
ち
一
点
は
本
木
簡
と
同

文
で
あ
る
（
城
二
七

－

二
一
上
）。

周
防
国
か
ら
の
塩
の
荷
札

45

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
城
二
一

－

三
三
上
）

周
防
国
大
嶋
郡
屋
代
里
田
部
蓑
御
調
塩
三
斗

長
さ
二
七
〇
㎜
・
幅
三
五
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
三
三
型
式

周
防
国
大
嶋
郡
屋
代
里
（
今
の
山
口
県
周
防
大
島
）
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

す

お

う

お
お
し
ま

や

し
ろ

調
の
塩
三
斗
の
荷
札
。
三
斗
は
現
在
の
約
一
斗
三
升
五
合
、
約
二
四
・
四
リ

ッ
ト
ル
。
周
防
大
島
に
長
屋
王
の
経
済
基
盤
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

長
屋
王
邸
そ
の
後

美
作
国
か
ら
の
黒
葛
の
荷
札

48

（
Ｓ
Ｅ
５
１
３
５
出
土
。
京
一

－

一
二
五
）

英
多
郡
吉
野
郷
黒
葛
十
斤長さ

二
二
二
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
三
二
型
式

美

作
国
英
多
郡
吉
野
郷
（
今
の
岡
山
県
美
作
市
東
部
）
か
ら
納
め
ら
れ

み
ま
さ
か

あ
い
だ

よ
し
の

た
黒
葛
の
荷
札
。
黒
葛
は
、
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
な
ど
丈
夫
な
蔓
性
の
植
物
の
総
称

つ
づ
ら

と
み
ら
れ
る
。
籠
や
綱
な
ど
の
材
料
に
し
た
り
、
結
索
に
用
い
た
り
し
た
。

黒
葛
は
賦
役
令
調
絹
絁
条
に
規
定
さ
れ
た
調

副

物
（
調
の
付
加
税
）

ぶ
や
く
り
ょ
う

ち
ょ
う
そ
わ
つ
も
の

の
品
目
に
み
え
、
一
人
あ
た
り
の
貢
進
量
は
六
斤
（
小
斤
。
約
一
・
三
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
）
と
さ
れ
る
。
調
副
物
は
、
養
老
元
年
（
七
一
七
）
に
中

男
の

ち
ゅ
う
な
ん

調
と
統
合
さ
れ
、
中

男

作

物
に
改
編
さ
れ
た
（
『

令

集

解
』
賦
役

令

ち
ゅ
う
な
ん
さ
く
も
つ

り
ょ
う
の
し
ゅ
う

げ

ぶ

や
く
り
ょ
う

調
絹
絁
条

令

釈

所
引
養
老
元
年
勅
、
『

続

日
本
紀
』
同
年
十
一
月
戊
午

り
ょ
う
し
ゃ
く

し
ょ
く

に

ほ
ん

ぎ

ぼ

ご

〈
二
十
二
日
〉
条
）。

は
、
平
城
遷
都
か
ら
天
平
元
年
（
七
二
九
）
ま
で
長
屋
王
邸
の
一
郭
だ

48
っ
た
平
城
京
跡
左
京
三
条
二
坊
一
坪
中
央
南
部
に
あ
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
５
１
３
５

の
遺
物
で
、
七
六
〇
年
代
以
降
の
土
器
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
税
目
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

の
黒
葛
は
中
男
作
物
と
し
て
の
貢

48

進
と
み
ら
れ
る
。
『
延
喜
式
』
で
も
黒
葛
は
美
作
国
が
貢
進
す
る
中
男
作
物

え
ん
ぎ
し
き

の
品
目
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
主
計

寮

式
上
美
作
国
条
）。

し
ゅ
け
い
り
ょ
う

は
上
端
に
切
り
込
み
を
有
し
、
〇
三
二
型
式
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
切

48
り
込
み
の
間
を
よ
く
見
る
と
、
横
方
向
に
白
い
筋
が
走
っ
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
こ
れ
は
、
荷
物
に
括
り
付
け
る
た
め
の
紐
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
痕
跡
で
、

紐
の
下
に
隠
れ
て
い
た
部
分
だ
け
日
焼
け
等
に
よ
る
変
色
を
免
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
紐
そ
の
も
の
は
残
ら
な
い
が
、
切
り
込
み
が
、
確
か
に

紐
を
掛
け
る
た
め
の
加
工
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
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【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

Ｓ
Ｅ
５
１
３
５
（
展
示
番
号

）

一
九
八
九
年

48

天
平
元
年
（
七
二
九
）
ま
で
長
屋
王
邸
の
一
角
だ
っ
た
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一

坪
中
央
南
寄
り
に
設
け
ら
れ
た
奈
良
時
代
後
半
の
井
戸
。
掘
方
は
径
一
・
九
ｍ
の
円

形
で
、
縦
板
組
み
・
隅
柱
横
桟
ど
め
の
構
造
を
と
る
。
井
戸
枠
は
一
辺
約
一
・
一
ｍ
、

深
さ
は
約
一
・
九
ｍ
。
木
簡
は
一
点
出
土
し
た
。
一
坪
に
太

政

官
厨

家
の
存
在

だ
い
じ
ょ
う
か
ん
ち
ゅ
う
け

が
想
定
さ
れ
て
い
る
時
期
の
遺
構
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
（
展
示
番
号

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

11

12

13

14

15

26

27

28

29

30

41

、

、

、

）

一
九
八
八
・
八
九
年

42

43

44

45

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
で
見
つ
か
っ
た
左
大
臣
長
屋
王
の
邸

宅
の
う
ち
、
八
坪
東
南
隅
に
東
面
築
地
塀
の
内
側
に
沿
っ
て
掘
ら
れ
た
南
北
溝
状
の

つ
い

じ

べ
い

ゴ
ミ
捨
て
土
坑
。
幅
三
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
。
総
延
長
は
約
二
七
・
三
ｍ
。
平
城
遷
都
か

ら
ま
も
な
い
時
期
の
、
貴
族
の
家
政
機
関
の
資
料
と
い
う
他
に
類
例
の
な
い
木
簡
が

出
土
し
た
。
長
屋
王
が
式
部
卿

を
務
め
て
い
た
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
後
半
の
、

し
き

ぶ

き
ょ
う

邸
内
に
お
け
る
米
支
給
の
伝
票
木
簡
を
主
体
と
す
る
。
木
簡
は
、
約
三
万
五
千
点
（
う

ち

削

屑
約
二
万
九
千
点
）
が
出
土
し
た
。
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
）

け
ず
り
く
ず

長屋王邸の位置図

長屋王邸の遺構
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【
木
簡
の
型
式
分
類
と
そ
の
説
明
】

〇
一
一
型
式

長
方
形
の
材
の
も
の

〇
一
五
型
式

長
方
形
の
材
の
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の

〇
一
九
型
式

一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の

〇
二
一
型
式

小
型
矩
形
の
も
の

〇
二
二
型
式

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の

〇
三
一
型
式

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

方
頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る

〇
三
二
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
三
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の

〇
三
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
四
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ

た
も
の

〇
四
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
作
り
、
残
り
の
部
分

の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
四
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、
他
端

は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
五
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の

〇
五
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐

蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
六
一
型
式

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
六
五
型
式

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
八
一
型
式

折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の

〇
九
一
型
式

削
屑


